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●解答                                       『よくわかる統計学 看護医療データ編』 

 
 

 【理解度チェックをしましょう！】 

 
 

 第１章  データを集めましょう ［p.9］ 
 

問 1.1 省略 
 

 

 

 第２章  度数分布表によるデータのまとめ方 ［p.21］ 
 
問 2.1 下図 
 
問 2.1 下図 
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 第３章  平均値と標準偏差によるデータのまとめ方 ［p.37］ 
 
問 3.1 平均値 37.5本 
 
問 3.2 分散 292.7  標準偏差 17.1 
 
問 3.3 省略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 3

 第４章  棒・円・折れ線グラフによるデータのまとめ方 ［p.53］ 
 
問 4.1   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問 4.2   
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問 4.3   
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 第５章  散布図・相関係数によるデータのまとめ方 ［p.67］ 
 
問 5.1 下図 
 
問 5.2 相関係数 0.8156 
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 第６章  回帰直線によるデータのまとめ方 ［p.81］ 
 
問 6.1 Y ＝119.2＋89.71x 
 

 
問 6.2 下図 
 
問 6.3 アルコールが消えるまでの時間 568分  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

切片 傾き 
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 第７章  クロス集計表によるデータのまとめ方（1） ［p.93］ 
 
問 7.1 下図 
 
問 7.2 オッズ比 2.16 
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 第８章  確率分布とその数表の作り方 ［p.113］ 
 
問 8.1 下図 
 
問 8.2 下図 
 
問 8.3 下図 
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 第９章  区間推定によるデータのまとめ方 ［p.127］ 
 
問 9.1 下側信頼限界 6.4791 

上側信頼限界 7.7209 
 

問 9.2 下側信頼限界 45.9086 
上側信頼限界 62.8914 
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 第 10章  仮説の検定によるデータのまとめ方（1） ［p.145］ 
 
問 10.1 仮説 H0は棄却される。したがって、血圧降下剤の内服前後で変化がある。 

 
問 10.2 片側検定の場合： 

仮説 H0は棄却されない。したがって、有効率は 0.6より高いとはいえない。 
両側検定の場合： 

 仮説 H0は棄却されない。したがって、有効率は 0.6でないとはいえない。 
 
問 10.3 片側検定の場合： 

仮説 H0は棄却される。したがって、有効率は 0.6より高い。 
両側検定の場合： 

 仮説 H0は棄却される。したがって、有効率は 0.6ではない。 
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第11章  仮説の検定によるデータのまとめ方（2） ［p.159］ 
 
問 11.1 仮説 H0は棄却されない。 

したがって、サッカー部員と野球部員の腹囲には、差があるとはいえない。 

 
問 11.2 仮説 H0は棄却される。 

したがって、サッカー部員と野球部員の中性脂肪には、差がある。 
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第12章  クロス集計表によるデータのまとめ方（2） ［p.179］ 
 
問 12.1 下図 
 
問 12.2 仮説 H0は棄却される。したがって、年代と看護満足度の間には関連がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 13

 第 13章  重回帰分析によるデータのまとめ方 ［p.193］ 
 
問 13.1 重回帰式 

Ｙ＝0.0254×筋肉量＋0.0050×収縮期血圧＋0.0142×尿中アルブミン－0.2001  
 
問 13.2 決定係数 0.7799  

決定係数は１に近いので、求めた重回帰式の当てはまりは良い。 

 
問 13.3 クレアチニンに影響を与えていると考えられる要因は、筋肉量と収縮期血圧である。 
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 第 14章  時系列データのまとめ方と明日の予測 ［p.211］ 
 
問 14.1 収縮期血圧は、下降傾向にある。 
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問 14.2 減衰率＝0.7の場合の 31日目の予測値 137 
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第１５章 【期末試験で実力度アップ!!】 

 
 

 期末試験 1  基礎統計量 ［p.212］ 
 
問 1.1 赤血球の平均値 347.95 
 
問 1.2 赤血球の分散 3242.16   

赤血球の標準偏差 56.94 
 
問 1.3 下側信頼限界 321.3013 

上側信頼限界 374.5987 
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 期末試験 2  相関と回帰 ［p.213］ 
 
問 2.1 下図 
 
問 2.2 体重と水分量の相関係数 0.5364 
 
問 2.3 回帰係数 8.2664  定数項 910.0922 
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 期末試験 3  クロス集計表と独立性の検定 ［p.214］ 
 
問 3.1 母親の飲酒と乳幼児の成長遅延のオッズ比 2.11 
 
問 3.2 母親の喫煙と乳幼児の低出生体重のオッズ比 7.25 
 
問 3.3 仮説 H0は棄却される。 

したがって、母親の飲酒と乳幼児の成長遅延の間には関連がある。 
 
問 3.4 仮説 H0は棄却される。 

したがって、母親の喫煙と乳幼児の低出生体重の間には関連がある。 
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 期末試験 4  差の検定 ［p.215］ 
 
問 4.1 片側検定の場合：仮説 H0は棄却される。 

両側検定の場合：仮説 H0は棄却されない。 

 
問 4.2 片側検定の場合：仮説 H0は棄却される。 

両側検定の場合：仮説 H0は棄却される。 

 
問 4.3 仮説 H0は棄却される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


